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東日本大震災、福島第一原子力発電所事故から 10年が経過し福島県内で発生した汚染土壌は除

染され除去土壌として管理されている。我々は除去土壌に含まれ放射性 Cs(以下:Cs)が強く吸着す

ることが知られている福島風化黒雲母(以下:土壌粘土鉱物)の減容・再生利用へ向けた研究を推進

している。土壌粘土鉱物とアルカリ混合塩 (モル比 1:1 の CaCl2－NaCl)を溶融塩電解することで

検出限界以下の Cs 除去率と普通輝石や和田石[1, 2]、熱電変換材料の１つマグネタイトなどの合

成に成功した。本研究では、土壌粘土鉱物や溶融塩電解した土壌粘土鉱物の熱電材料としての素

質を明らかにするために熱電物性（ゼーベック係数、導電率、熱拡散率）評価を行った。 

試料は(1)土壌粘土鉱物のみと(2) －1.4V で溶融塩電解した土壌粘土鉱物について、元素組成、

構造解析、熱物性評価を比較検討した。熱電物性評価はφ

14mm のペレットを成形し 900℃で 2 時間焼結した後

15mm×5mm×1mmサイズに切り出して行った。熱電物性(ゼ

ーベック係数、導電率、熱拡散率)評価は熱電特性評価装置

特型 (OZMA-1-S1, Ozawa Ltd., Japan)により行った。 

Fig.1 は室温から 850℃まで 50℃刻みで測定を行った(1)

および(2)の導電率測定結果を示している。導電率は両方の

試料において 700℃以上で急上昇することを確認した。ま

た 200℃から 700℃の温度領域では溶融塩電解した土壌粘

土鉱物の方が土壌粘土鉱物のみの時と比べて導電率が高い

ことを確認した。導電率が 700℃以上で高いことから該当

温度でのゼーベック係数 S を Fig.2 に示した。導電率が高

い値の時ほど Sの値のばらつきが小さいことを確認した。 

[1] M. Honda, et al., ACS Omega. 2 (2017) 8678–8681 [2] M. 
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Fig.1 土壌粘土鉱物および溶融塩
電解した土壌粘土鉱物の導電率
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Fig.2土壌粘土鉱物および溶融塩電解
した土壌粘土鉱物のゼーベック係数
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